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造立年 由来等は

がヽ、芸藩通志に踏 茂神

付同村にあり、楽音寺古神

口明神あり、両社の内ならん

矢口明イ申であるとすれば相

いもの (鎌倉時代 )と 思われる.
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松笠山観音堂と巨樹群
観音堂は、寛文13年 (1673)に大檀那

として四代藩主浅野綱長などが建立

している。棟本L写 には,「奉再興松笠山

正観音尊像同一宇」とあるので、元も

お堂があったと考えられる。現今のもの

は明治9年(1876)頃建立されたもので、

文政年間には、福王寺預りになってい

た (無住化 )。 なお、境内には観音鎮守

として稲荷祠が勧請されている。樹齢

数百年とされる巨樹がひとつの境内に

生育している例は少なく、平成3年台風

19号の被害を受け「観音杉Jの名で親

しまれてきた大杉 (幹 国485M)が l‐ lれ

たのが惜しまれる。広島市指定天然記

念物

●草谷山崎薬師堂
● 夜山の地蔵

落合村と矢口■の三 :覆
=つ

■ :こ あっ

たが、いつの 日か三谷二■要:Fの責

内に移された .

いぼ地蔵
●8)虞言宗と●tlまが治るといわれることかにお
0533)浄 土真  がついた。

●教円寺

● 平野古墳。平野神社
野古墳は1個の独立したドーム状の

美な形をしており平里計申社の御神体

●狐

●中小田
第一号古墳か嘱 作銘三角縁神獣鏡
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11日 国の史跡に指定。
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●弘住神

□田地区
口田地区とは明治22年 (1839生)=言 _。

町村制施行により、矢Eヽと,二 ≡ヽ可可

合併して口田村として発足した毛域

をいう。□田地区には縄文蒔ィt以
=ε遺跡・還物は今までのところ発見さ■

ていない。弥生時代に至つての電εま、

弘住這跡。大明地還跡など矢
=・

t≡
地区で発見され高陽地域の4-荘 区 こ

も同様の事例が数々と発見されて´

る。矢口。小田地区には前記のほた]「

生時代終末から古墳時代にかけてこ

西願寺山墳墓群の他、国の史蕩 |こ モ三

された中小田古墳群に代表される膏

に数々の古墳を含む遺跡が発見さ7■

ている。
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落含‐地区
落合地区は諸 末光ご玖:岩上

力村で構成されてし が1明 ,台2

足。明治28年落合村と
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円 正 寺
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天文20年 (1551)‖ 頁能が真宗に改宗し

円正寺の開基となった.

●胡子神社

畳ヽ岩

ごヽ岩
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●恵下山1山手遺跡群縫属鷺巴尋lム程鴛謙3三罰塀
●●お祗園さん 復元されている.

●亥子さん

●岩上観音
‐

●お祗園さん

八体の地蔵●

●金明鉱山跡
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方ネ|==:弓

才の峠lA

■達 こようた

●
猿ヨさん

|1本すと.して―発
声1村に分離

`昭和30年国田、狩小川 に1高陽町と
なり、昭FE148年 に広島市 合併、今日

に至る。山あいのわず 平地はく落

合川、諸本川、太田川の堆 |で耕地
が開けたが、水害には1歯まさ す亀

●
山王さん

二^・馬
せヽ
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弥生時代後期の遺跡で、地面を大きく

IFLり 込んだ穴の中に河原石を積んで壁

を作った堅穴式石室や住居跡等が発

見された。

岩上神社・岩上員塚
岩工村の氏神.宮床田八幡宮・岩上貝

嫁は神ネ上の裏山にあるが詳細は不明.

●

↓次面へ続く

●大歳神社



深lll地区
地名については、高陽町史には

平内舌し期をくぐりぬけることによ予

鎌倉殿御家人として自らの地位を安

定させた土着領主らは、荘。郷という

公式的表IIEでなく「深河田畠」「深河末

次名田畠」という表現を好んで用い、

この田畠についての歴史的な由緒を

表現しているようにみえる。

鰤

明光寺薬師如来

八体の地蔵●

●金明鉱山跡
＼

どうどう河
薬 ITの 霊水のみなもと、弘法大師がこ

こで体を清め、薬自T如来を刻まれたと

伝えられている.●

憩ヽ
●陰地神社

同じく1925年 、亀
==■

社に
丸 子 山 豊 騰 経   脚 権

]ま瀞 をモヽ いる合市B。 現在
Lにあり、地地区の中央の小高tiの
」り吹ある.  かゃ区の守り神様、石像かおTe

●蚊帳いらず

わつくり岩
弘法大師にまつわる伝統の残る大岩 .

大晦 日の夜IJま この岩のあたりで老婆 ●
のすすり立く声が間こえると云う,     ぬた たお  ・lヽ  かみ

.嘔 m、 悪熱
魔を防く榊 様であったが後世

`こ

は良縁・

夫婦円満の神となる.(首がないので、

首なし地ぞうと呼ばれている。)

木ノ宗山城跡

1言t蠅笛鳳覧難進1獄|●
古文書には吉川興経が築いたが入城

せずに没落したとかJ妊ヨ襲 西仲綱

とも言己してヽヽる。

●

り、かつて両文イじ圏の交わる地域

つたことが判明。出土品は国重要:

財にオ旨定されている。
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狩小川地区
狩州 1地区とは、明治22年、狩留家、

上深川、小河原の3カ 村を合併して倉」

立された 日狩小川村地域のことであ

る。狩留家は稲置。狩倉が設けられて

いた遺名といわれる。上深川は深河の

上の方にあるところから、この名がつ

けられたといい、古文書には「布川」ま

たは「添川」とある。小河原は三篠川の

大きな河原に対して、小さな河原であ

つたところから名付けられたといわ

れている。

西八幡神社 0
元禄10年 (169TIの 再建であることが

・
棟札

‐
により半■1室町時代の建築様

式をいまに伝える.拝殿は1書 の立

そのまま1主に利用しているのが |ま凱′1広

島市指定重要「丁形文化 1オ )

●坊地の古戦場
毛利元就の御代、16世紀の初め頃、安

芸武田軍と毛利軍は井原の般若谷に

おいて大合戦を行っているが、その前

吟戦がここ坊地 :|を 中心に展開されて

いる.勝負迫、誘ケ原、槍落し、武田よ

こうずの地名が残っている。

東八幡神社
西八掻神社 湯坂山神社とともに、狩
留家田Iの氏神 .境 内には立派なくろが
ねもちの本がある。慶安2年 (1649)勧

●

琴平山城F
築城年代、城主とも不明
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中西の観音堂
印音寺跡にこの観音堂が建立された

ようである.,貞享2年 (1685)に 仏様が作

られた記録が残されている
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志和林露師堂

之聾1櫂曇1呪黙 t
イ云えられている いろいろなF亘 を込めて

天文5年 0536)武田信玄の叔父武田

重信がこの地に来て、古城平の麓に真

言宗の草庵を作 |り 、順正寺と号したと

伝えられる。「袴垂」の石垣と呼ばれる

立派な石垣があり、ここにはかつて古城

の館跡があったとぃゎれている。

神経痛に霊験あらたうヽな1申様といわれ

つたが、岩1抱ぇ、通
"意

けオJまならな
い危険で/J.ヽ人→狭尋道であった。そ
のため,を滑らザて,.白 こ転落し、II我⑬

七曲城跡 ●
築城、年代 l― 主とも不明

原神社
庄原地区の氏神 ,寛・118年

1641)動 請される

責老橋

信仰されていЪ
         i〕:[1:tlilま [の間道であ

め、地 ,司をまつり

■]子「千法師」も,t母 と共に討死した

と伝えられる

●
たたら跡

かなり古い時代に築かれ、その昔は鉄

産業にようてこの狩留家を賑わせてい

た。いまでも鉄滓 (てっさい)が散ら
`ま

っ

てヽ |る 。

鳥 越 1喬  ″́ デ
ビ    吉 IF経 公は、毛 利元就 によヌ 上 深

‖勇『1基富吼之:禅‐
友光神社 ● 言すたれ、ここに眠 る。その■

●
湯坂出神社
拝段の柱は、山から切り出したままの丸

大の一本柱.奉納の絵馬も残づている。

● 光地区の氏神 ,=殿の

やくJは、寺院にはよく

ま大変珍しいと

●
まて

●止深川遺跡

●
正現寺
武田氏の真倉寺 (時 宗)を真宗に改宗

して、「武田の真倉坊」といわれていた.

天正5年 (1577)に 再興し、正現寺に改

めたといわれる .

松尾神社

欝tTTll「l111嬰Fふa,●
陀女口来の座像 (1尺 7寸 )で ある.口 伝

によれは鎌倉峙生の勧計 いう.もと郷

地区にあった八面大明神が合祀され

ている。

小河原観音堂
本尊は傘をさし舟に乗った珍しい如意

輪観音 .雨 を降らす観音さんといわれ

る。     ●

1寺ちり亭

あるカ

大田川流域のl.1生後期の「標載Jと な

る重要な壺やかめなどが折り重なって

出土した.
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運ひ帰りは地区からの
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